
プリオン病に於ける神経変性阻害効果を持つ医薬品の探索	

解　説	
	

1.  PrPC依存性神経変性ならびに細胞死の分子機構を解明するために、PrPC/ミト
コンドリア凝集体を高純度に単離した。	

2.  PrPC/ミトコンドリア凝集体単離後、その構成成分を質量分析で同定した。	

3.  ミトコンドリアおよび細胞質の関与分子に加えて、分泌系のSec23ipが含まれて
いることを新たに見出した。	
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実験目的・方法�

PrPC依存性ミトコンドリア凝集体構成成分を 
凝集体を単離したのちLC-MS/MSで同定 

背景�

PrPC依存性の 
ミトコンドリア凝集 

質量分析結果	
•  14-3-3	
•  Prohibi,n-2	

•  Sec23ip	
•  EGFP-PrP	

Prohibitin-2
ミトコンドリア内膜成分
ミトコンドリアの形態制御

Sec23ip
小胞体に局在
小胞体-ゴルジ体間の輸
送に関与

PrPC依存性神経変性・細胞死の機構解明から、 
それらを抑制する薬剤の探索を行うことを 
目的とする 

PrPCのミトコンドリア異常局在およびミトコンドリア凝集には 
分泌輸送系も巻き込まれている 

加齢などによるプロテアソームなどのタン
パク質品質管理機構の破綻はミトコンドリア
への異常局在とオルガネラの凝集を惹起
する�

結果�


